
 

 基本目標Ⅱ 感動と活力に満ちた競技スポーツの推進  

推進項目 

（１）トップアスリートの育成・ 強化の推進 

（２）競技スポーツに対する推進体制の充実 

（３）トップレベルのスポーツに触れる機会の創出 

 

 施策の実施内容（DO）及び評価（CHECK）                     

・白崎資金酒田市スポーツ優秀選手表彰について、今年度は（公財）酒田市スポーツ協会と

合同で表彰式を開催（2 月 25 日）し、8 競技 98 名（小学生：県大会 92 名、中学生：東

北大会 1 名・全国大会 1 名、高校生：全国大会 3 名、大学生：全国大会 1 名）を表彰し

た。 

※清水屋の閉店など駐車ビルの経営が厳しい状態になり、白崎資金の名前を掲げた事業実

施が困難となったことから、白崎資金を活用した表彰事業は令和４年度で終了する。 

・白崎資金を活用した指導者講習会について、当初の計画通り年 2 回開催した。1 回目は

「アスリートの育成・支援する環境と指導者の姿勢」というテーマで東京 2020 パラリン

ピック（肢体部門）卓球競技日本代表特命監督の伊藤氏を講師に招いた講演会（令和 4 年

12 月 10 日）を開催し競技団体の指導者等 70 名が参加した。2 回目は実技指導講習（2 月

4 日）として、市内で整体/コンディショニングサロンを営む伊藤氏から運動時における

テーピング・救急処置について 32 名が参加しパフォーマンスが向上する効果のあるテー

ピングの巻き方等を学んだ。 

・大会参加における選手のモチベーションの維持や市民のスポーツへの関心を高めるため、

全国大会等上位大会へ出場する選手・チーム等へ激励金等を交付した（令和 4 年度交付

実績：208 名・1,215 千円）。 

・市補助金が財源となっている市スポーツ協会の強化事業については、令和４年度から従来

の各種大会における成績等を考慮したものから明確な選手育成ビジョンを持って強化計

画を作成・実施する競技団体へ交付する方法に見直しが図られた。 

・酒田市、市スポーツ協会、アランマーレ山形が所属する(株)プレステージ・インターナシ

ョナルの三者で締結している相互支援協定をもとに、

練習会場の確保やホームゲームの開催周知等、支援・

協力を行った。このたび、アランマーレ山形は、「V.チ

ャレンジマッチ―2023-24V.LEAGUE DIVISION1 

WOMEN 出場決定戦」において V1 チームであるヴ

ィクトリーナ姫路に見事勝利し、創部 8 年、初の V1

リーグ昇格が決定した。V1 入替戦の際にはミライニ

で 2 日間のパブリックビューイングを開催し、合計

200 名以上の市民が参加し選手たちを鼓舞した。 

    

令和 4 年度の事業評価及び令和 5 年度の事業概要について 

資料 1-2 

令和 5年 5月 16日 

スポーツ振興課作成 

▲ミライニでのパブリックビューイングの様子 



 

ＫＰＩ
国民体育大会への出場種目数

20種目以上
H30　19種目 15種目

（R11　20種目以上）

指標値（Ｒ６） 現状値 現状値（Ｒ4）

 

 施策としての現状評価                             

・選手のモチベーションを高めるために表彰や激励金の交付を継続していくことが有効と

考えられる。 

・中央競技団体等で活躍する指導者による講習会を開催することにより、トップアスリート

を育成する指導者の養成・確保に繋がっていると考える。 

・市スポーツ協会から各競技団体へ交付される強化費の支出基準が見直されたことにより、

効果的な選手の育成強化、指導者の育成・資質向上に繋がった。 

・トップレベルのスポーツに触れる機会については、コロナ禍により観客数が制限されるな

どの影響もあり、市民の「みる」スポーツへの興味・関心を高めることが困難な状況にあ

る。 

・アランマーレ山形に対する練習会場の確保などの支援や協力が、今回の「V２リーグ優勝・

V１リーグ昇格」という結果に表れ、着実に競技力向上に寄与していると考える。 

 

 改善の内容（ACTION） ／ 令和５年度以降の計画（PLAN）            

・白崎資金を活用した表彰事業は令和 4 年度限りで終了するが、市スポーツ少年団本部の

表彰として、従来の指導者表彰に加え、県大会以上で優勝した団員の表彰を新たに対象と

していく。 

 ※市スポーツ協会の表彰は継続して実施。 

・引き続き指導者の確保、特に若手の指導者の養成と確保に努めることが重要と考えている

ため、今後も市スポーツ協会や県スポーツ少年団本部等と連携しながら、指導者の養成・

確保に加え、その資質向上に努めていく。 

・トップレベルのスポーツに触れる機会を数多く創出して、市民の「みる」スポーツへの興

味と関心を高める。 

          

 数値目標                                    

 

 

 

 

 関連事業                                     

№ 事 業 名 

指 標 事業費（千円） 

指標名 単位 
R3 年度 R4 年度（決算） 

R4 年度 R5 年度（予算） 

1 白崎資金スポーツ 

振興事業 

（R4年度で廃止） 

研修会満足度 

（5 段階評価で４以上の評価率） ％ 

89.5 2,028 

100.0 ― 



 

 

（事業概要） 

○白崎資金を活用し、実技講習や講演会を開催し指導者の資質向上を図る。 

○地区予選を勝ち抜き、上位大会等において優勝した選手や世界大会に出場するなど優秀な

成績を収めた選手を表彰し、スポーツの振興を図る。 

2 

 

トップアスリート 

育成支援事業 

国民体育大会への 

出場種目数 
種目 

1 10,182 

15 15,245 

（事業概要） 

○市スポーツ協会の活動に対して補助金を交付し、国民体育大会や各種全国大会等に出場可

能なトップアスリートの育成を支援する。 

○山形県縦断駅伝競走大会や山形県女子駅伝競走大会の実行委員会等に対し負担金または補

助金を支出する。 

○全国や東北大会等の大規模スポーツイベント開催へ補助金を交付する。 

○全国大会等上位大会へ出場する市民へ激励金等を交付する。 

○小中高・一般の一貫した指導体制の確立と指導者の資質向上を目的に講演会等を開催する。 

3 生涯スポーツ推進

事業 

スポーツ行事への 

参加者数 
人 

21,075 6,531 

21,961 6,947 

（事業概要） 

○市民が参加しやすいスポーツイベント（市体育大会、ラン＆ウォークイベント）を開催す

る。 

○地域スポーツのコーディネーターとしての役割を担うスポーツ推進委員の各種研修への参

加を充実させる。 

 


